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開 業 方 法 新規開業 新規開業 新規開業 新規開業
初代経営者の前職 旅館従業員 麦藁細工の製造卸業 トンネル土木設計 農業
出 身 地 城崎町 城崎町 城崎町 城崎町
現 在 の 兼 業 種 なし なし 和食レストラン
（ロンドン）など
なし
建 物 木造 3階、鉄筋 4階 木造 3階 木造 3階 鉄骨 3階
旅 館 の 敷 地



























年 商 2億円 1.8億円 1.45億円 1.2億円
旅行業者の送客 60％ 20％ 40％ 40％








オ ン の 月 11・1・12・2・3・8 1・12・2・11・3 11・12・1・2・3・8 1・2・12・11・8
オ フ の 月 6・7・5・4・9 6・4・7・9 4・5・6・9 6・7・4・9・5



































































































は 1万 2,600円から 1万 8,900円に設定し、標準料金 1
万 5,750円となる。週末は 3,000円アップ、GW とお




















スタッフは家族 3人・正社員 5人・パート 20人・ア
ルバイト 1人を数える。正社員の内訳は、調理師 2人





















































旅館の建物は木造 3階建、旅館の敷地は 330 m2、延

























客は 1.2％で、HP を通した直の申込みは 46.6％に達
する。ネットエージェントからの送客は 16.7％を占め
る。

















































































旅館の建物は木造 3階建、敷地は 734 m2、延床面積











年商（2008年 6月期）は 1億 4,500万円で、内訳は









と一致する。客層は同伴 50％・家族 30％・グループ 15
％・団体 5％などである。
1人当たりの宿泊料金（1泊 2食。2人で 1部屋利
用）は 1万 3,500円から 2万 1,000円に設定し、標準
料金は 1万 7,140円となる。カニ料理の場合は、冷凍





ることになる。つまり、4月 1日から 11月 6日までは
お奨めプラン（但馬牛とアワビの踊り焼きが好評）、11
月 7日から 3月 31日まではカニ料理となる。
C 旅館ではお奨めプランが充実する。その一例はカ
５大阪観光大学紀要第 9号（2009年 3月）

































































































































































































































オルもぜひ導入して欲しい。薄手のタオルで 110 cm の
長さがあれば、バスタオルの代わりにもなり、利用価値
はあると思われる。
澆HP の活用
エージェントからの送客が停滞・減少傾向にある現
在、自社 HP やネットエージェントを活用すべきであ
る。電話による直の申し込みも大切だが、HP の活用が
今後有効と思われる。小規模旅館の場合、人材に限度が
あって、ネット対応は中々困難かもしれないが、自社
HP 上で、直前の前日割引を実施して、宿泊客の取り込
みに成功した例も散見される。
潺まち歩きのすすめ
各旅館には余分な施設設備は付帯しない。客室と温泉
施設が主体で、土産品や喫茶などの利用は原則旅館外と
なる。一時期、旅館サイドで顧客の囲い込みが行われた
が、城崎温泉では、外湯めぐりもあり、積極的にまち歩
きを推進している。これによって賑やかな温泉街が演出
できるので、二重の効果をもたらしている。
潸セールスポイントの確立
旅館の 3大商品といえば施設・料理・サービスとな
る。小規模旅館の場合は、大規模旅館に対して、施設設
備に限界があるが、料理とサービスは対抗が可能であ
る。まず自社のセールスポイントを明確にし、企画商品
を確立すべきである。一生に 1度の観光タイプの旅館
ではなく、年に 4度は訪れるリゾートタイプの旅館を
目指すべきである。年 4度、つまり春・夏・秋・冬の
シーズンに対応すべく旅館の企画商品を確立し、まず季
節の料理商品をアピールすべきである。
澁専門店として和風旅館
小規模旅館の生き残る方途は専門店としての和風旅館
だと考える。日本人のライフスタイルの変化、つまり洋
風化が進行している中、和風旅館の存在は非常に貴重で
ある。畳と襖、掛け軸、浴衣、下駄、草履、和食などは
日本文化の最たるもので、我々の日常生活から消え去り
つつあるものである。インバウンドの場合、浴衣の着用
が好評であり、和食もヘルシーメニューとして人気が出
８
ている。そこで、インバウンドはビジネスチャンスとと
らえるべきである。したがって、和風旅館は日本文化の
最後の砦という意気込みで、未来を目差したいものであ
る。
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